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は
じ
め
に
　『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
に
つ
い
て

『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
は
、
そ
の
跋
文）

1
（

に
よ
っ
て
書
名
・
内
容
・
成
立
・
著
者
等
が
ほ
ぼ
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
四
辻
善
成
が

『
源
氏
物
語
』
の
「
講
読
の
席
」
を
開
き
、
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
の
秋
か
ら
嘉
慶
二
年
（
一
三
八
八
）
の
冬
ま
で
、「
五
十
四
帖
の
秘
儀
」

を
講
釈
し
た
折
、
平
井
相そ
う
じ
ょ助
は
そ
の
「
末
座
」
に
連
な
り
、
一
日
も
欠
か
さ
ず
聴
聞
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
不
審
の
節
々
を
尋
ね
て
、「
双
紙

の
二
帖
」
に
聞
書
し
、
自
ら
「
千
鳥
（
抄
）」
と
名
付
た
。
以
来
こ
の
「
双
紙
」
を
三
〇
余
年
身
か
ら
放
た
ぬ
ま
ま
、
九
一
歳
に
な
る
に
及
び
、

今
こ
れ
を
「
匠
作
尊
閣
」
に
献
上
し
て
、「
高
恩
」
に
報
い
る
べ
く
、
應
永
廿
六
年
（
一
四
一
九
）
三
月
に
本
「
双
紙
」
を
書
写
し
た
と
伝
え

る
の
で
あ
る
。
因
み
に
こ
の
跋
文
、
修
辞
を
凝
ら
し
た
文
章
と
な
っ
て
い
る
。

上
述
の
経
緯
に
な
る
本
書
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
講
釈
の
年
月
日
を
記
し
、
お
よ
そ
一
三
〇
〇
余
語
句
を
取
り
上
げ
、
簡
明
な
註
解
を
講
釈

の
聞
書
と
し
て
記
述
す
る
。
取
り
上
げ
た
見
出
し
項
目
に
は
一
部
な
が
ら
振
り
仮
名
や
漢
字
の
傍
記
、
あ
る
い
は
声
点
な
ど
が
施
さ
れ
る
。
一

方
註
解
は
、
善
成
の
『
河
海
抄
』
に
大
き
く
拠
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
な
い
独
自
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
と
言
え
ば
、
従
来
そ
の
奥
書
・
跋
文
等
か
ら
成
立
論
も
し
く
は
系
統
論
を
論
じ
る
こ
と
が
多
く
、

『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
の
内
部
そ
の
も
の
に
立
ち
入
っ
て
検
討
し
た
も
の）

2
（

は
極
め
て
少
な
か
っ
た
。
編
者
は
こ
の
度
、
倉
野
本
『
源
氏
御

談
義
』
を
調
査
す
る
機
会
に
得
た
の
で
、
改
め
て
本
書
の
註
解
上
の
特
質
を
包
括
的
に
究
明
す
べ
く
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
つ
い
て
検
討
を
加
え

て
い
く
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
講
釈
の
特
質
は
、
一
口
で
言
え
ば
本
書
が
実
に
多
種
多
様
な
側
面
を
有
し
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
っ
た
。
よ
り
具
体
的
な
様
相
に
つ
い
て
は
本
編
に
委
ね
る
こ
と
に
し
て
、
以
下
に
そ
の
主
な
点
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
く
。

第
一
に
、『
御
談
義
』
の
講
釈
は
、
基
本
的
に
は
『
河
海
抄
』
の
註
解
を
摘
録
や
祖
述
の
形
で
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
簡
潔
に
し
て
平
明
に
説

く
こ
と
を
旨
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
漢
字
表
記
の
読
み
方
や
登
場
人
物
の
人
物
名
に
関
わ
る
講
釈
の
多
さ
も
、
そ
う
し
た



六七

は
じ
め
に　
『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
に
つ
い
て

倉
野
本
『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
影
印
と
解
題

性
格
の
現
れ
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
こ
の
こ
と
は
『
御
談
義
』
と
『
河
海
抄
』
と
の
志
向
す
る
方
向
も
し
く
は
方
法
が
全
く
異
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
な
わ
ち

『
河
海
抄
』
が
、
典
拠
・
考
証
・
証
歌
な
ど
掲
げ
、
い
わ
ゆ
る
准
拠
を
明
ら
か
に
す
る
の
に
対
し
て
、『
御
談
義
』
は
、
上
述
の
よ
う
に
文
意
や

語
義
を
平
易
に
説
く
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

第
三
に
、『
源
氏
』
本
文
に
関
す
る
註
解
中
の
語
句
を
新
た
に
見
出
し
項
目
と
し
て
立
項
す
る
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
は
『
源
氏
』
本

文
と
直
接
は
結
び
付
か
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
ら
は
講
釈
の
中
で
、
本
来
の
註
解
に
関
連
づ
け
て
説
か
れ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
聞
書
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
本
編
で
は
「
関
連
項
目
」
と
し
た
が
、
こ
れ
は
『
御
談
義
』
の
持
つ
特
殊
性
と
で
も
言
え
よ
う
か
。

第
四
に
、
註
解
は
、
単
に
平
易
さ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
に
多
種
多
様
で
あ
る
。
と
り
わ
け
『
河
海
抄
』
に
は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
註
解
や
連

歌
上
の
用
語
が
見
ら
れ
る
一
方
、『
河
海
抄
』
の
「
秘
説
」
と
し
て
集
成
さ
れ
た
『
珊
瑚
秘
抄
』
の
註
解
に
ま
で
講
釈
が
及
ん
で
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
多
彩
な
内
容
が
幅
広
く
講
釈
さ
れ
、
聞
書
さ
れ
た
の
は
、
講
釈
と
い
う
自
由
な
場
が
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
っ
て
、
善

成
自
身
が
「
講
読
の
席
」
で
自
在
に
語
っ
て
い
た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

第
五
に
、
同
時
に
『
御
談
義
』
の
こ
う
し
た
多
彩
な
内
容
は
、『
河
海
抄
』（
貞じ
ょ
う
じ治

初
年
以
降
成
立
か
）
が
成
稿
本
と
し
て
成
立
し
た
以
後
も
、

註
解
の
再
検
討
・
改
稿
・
増
補
が
進
め
ら
れ
、
講
釈
の
始
ま
っ
た
至
徳
三
年
に
あ
っ
て
も
新
し
い
註
解
が
披
瀝
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
。

第
六
に
、『
花
鳥
余
情
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
倉
野
本
『
源
氏
御
談
義
』
に
は
『
花
鳥
余
情
』
の
影
響
が
明
確
に
指
摘
で
き

る
も
の
が
一
四
箇
所
あ
り
、
こ
れ
は
倉
野
本
の
書
写
の
段
階
で
入
っ
た
と
考
え
る
ほ
か
な
く
、
倉
野
本
が
、
大
ま
か
に
言
っ
て
近
世
初
期
に
成

立
し
た
と
す
る
有
力
な
証
左
と
な
っ
て
い
る
。

以
下
、
詳
細
は
本
編
に
就
い
て
見
て
頂
く
こ
と
に
な
る
が
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
特
徴
的
な
事
項
は
摘
記
す
る
ほ
か
、
重
要
と
思
わ
れ
る

事
柄
や
資
料
の
稀
少
な
も
の
に
は
、
全
デ
ー
タ
を
公
開
す
る
た
め
に
、
煩
瑣
な
引
用
に
わ
た
る
こ
と
御
寛
恕
願
い
た
い
。

な
お
本
書
は
『
千
鳥
抄
（
源
氏
御
談
義
）』
と
す
る
の
が
一
般
的
だ
が
、
倉
野
本
は
外
題
が
「
源
氏
物
語
御
談
義
」、
内
題
を
「
源
氏
御
談
義
」

と
す
る
の
で
、
以
後
『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
と
呼
称
す
る
。

註（
1
）
跋
文
（
翻
刻
）
は
次
の
通
り
。

む
か
し
四
辻
の
儀
同
三
司
光
源
氏
の
物
語
講
読
の
席
を
ひ
ら
か
れ
て
／
至
徳
三
年
の
秋
よ
り
嘉
慶
二
年
の
冬
に
い
た
る
ま
て
五
十
四
帖
の
秘
儀
を

の
へ
さ
せ
給
し
に
相
助
そ
の
末
座
に
つ
ら
な
り
て
一
日
と
い
へ
と
／
も
お
こ
た
る
事
な
か
り
き
後
に
又
お
ほ
つ
か
な
き
ふ
し
〳
〵
を
た
つ
ね
／
た

て
ま
つ
り
て
し
る
し
お
け
る
双
紙
の
二
帖
あ
り
な
つ
け
て
ち
と
り
／
と
い
ふ
三
十
餘
年
身
を
は
な
た
す
し
て
九
十
一
歳
の
齢
に
を
よ
へ
り
／
ま
ほ

ろ
し
の
世
の
は
か
な
き
を
み
つ
く
し
て
夢
の
う
き
橋
か
ゝ
る
う
き
／
身
を
の
こ
せ
り
一
た
ひ
ゝ
ら
き
み
て
は
懐
古
の
な
み
た
を
数
行
の
／
字
に

そ
ゝ
き
二
た
ひ
思
め
く
ら
し
て
は
妄
執
の
罪
を
多
劫
の
報
に
／
お
そ
る
今
こ
れ
を
匠
作
尊
閣
の
座
下
に
奉
り
お
き
て
世
を
か
さ
（
55
オ
）
／
ね
た

る
覆
廕
の
高
恩
に
む
く
ひ
た
て
ま
つ
る
た
と
ひ
老
の
な
み
／
こ
の
世
中
に
た
ち
わ
か
る
と
も
は
ま
ち
と
り
の
あ
と
後
に
と
ゝ
ま
／
ら
は
又
な
に
は

の
う
ら
み
を
か
此
道
に
の
こ
さ
む
や
干
時
應
永
廿
／
六
年
季
春
下
澣
こ
れ
を
し
る
す
（
55
ウ
）

（
2
）
近
く
は
片
桐
洋
一
氏
「
当
座
の
聞
書
と
聞
書
の
当
座
性
―
「
源
氏
物
語
千
鳥
抄
」
新
攷
―
」（
岩
波
書
店
『
文
学
』
一
九
八
二
年
十
一
月
）。　
　
　
　
　
　

 

吉
森
佳
奈
子
氏
「『
千
鳥
抄
』
の
位
置
」（『
む
ら
さ
き
』
三
三
輯　

平
成
八
年
十
二
月
）
が
あ
る
。



凡　
　
　
　

例

八

倉
野
本
『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
影
印
と
解
題

九

倉
野
本
『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
凡
例

一　

本
書
は
倉
野
憲
司
氏
旧
蔵
『
源
氏
物
語
御
談
義
』（
内
題
「
源
氏
御
談
義
」、
通
称
「
倉
野
本
千
鳥
抄
」、
本
書
で
は
倉
野
本
『
御
談
義
』
と
略

称
し
、
簡
潔
に
倉
野
本
あ
る
い
は
『
御
談
義
』
と
称
す
る
場
合
も
あ
る
）
の
影
印
篇
と
該
書
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
た
解
題
篇
と
か
ら
な
る
。

一　

該
書
に
は
、
後
世
の
旧
蔵
者
の
手
に
な
る
五
枚
の
貼
紙
（
15
オ
・
20
オ
・
58
オ
・
61
オ
・
63
オ
）
が
あ
る
が
、
影
印
篇
で
は
す
べ
て
除
い
た
。

但
し
引
き
剥
が
し
不
能
な
次
の
三
箇
所
は
原
状
の
ま
ま
で
あ
る
。
な
お
三
箇
所
と
も
貼
紙
の
下
に
は
何
の
記
載
も
な
い
。

　
　
　

15
オ
（
二
顆
の
蔵
印
の
み
）。
58
オ
「
非
人
桑
門
明
静
シ
ヤ
ウ」
の
直
後
の
定
家
卿
也 

が
貼
紙
。

　
　
　

63
オ
「
兼
載
」
の
上
「
連
歌
の
…
」
と
い
う
二
行
の
貼
紙
。

一　

解
題
篇
は
、
倉
野
本
『
御
談
義
』
の
内
部
の
様
相
及
び
註
解
の
特
質
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
奥
書
・
跋
文
等
の
貼
付
部
に
つ

い
て
は
一
切
言
及
し
て
い
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
考
察
を
必
要
と
す
る
。

一　

解
題
篇
に
お
け
る
原
本
並
び
に
諸
資
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
原
文
を
忠
実
に
模
し
た
が
、
次
の
処
理
を
行
っ
た
。

　
　
　

細
字
は
〈　

〉、［　
］
は
割
註
、
一
部
略
し
た
と
こ
ろ
は
、
…
で
示
し
た
。『
河
海
抄
』
の
［　

］
は
も
と
の
ま
ま
。

　
　
　

引
用
に
当
た
り
見
出
し
項
目
の
頭
に
典
拠
と
し
た
諸
本
の
略
称
を
掲
げ
た
。

　
　
　
　
　
〔
倉
〕
＝
倉
野
本

　
　
　
　
　
〔
天
〕
＝
天
理
本

　
　
　
　
　
〔
河
〕〔
角
〕
＝
角
川
版
『
河
海
抄
』

　
　
　
　
　
〔
龍
〕
＝
阪
本
龍
門
文
庫
蔵
『
河
海
抄
』

　
　
　
　
　
〔
珊
〕
＝
珊
瑚
秘
抄

　
　
　
　
　
〔
花
〕
＝
花
鳥
余
情

　
　
　

異
体
字
は
通
用
字
に
直
し
、
▼
を
傍
記
し
た
。
ま
た
挙
例
中
の
傍
線
部
は
す
べ
て
編
者
に
よ
る
。

　
　
　

特
記
す
べ
き
個
所
に
つ
い
て
は
、
＊
を
付
し
て
解
説
を
加
え
た
。
本
文
・
引
用
中
の
太
字
も
編
者
に
よ
る
。

一　

考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
次
の
も
の
を
基
本
的
資
料
と
し
て
用
い
た
。

　
　
　

池
田
亀
鑑
『
源
氏
物
語
大
成
』
全
八
巻
（
昭
和
五
三
年　

九
版
）
中
央
公
論
社

　
　
　

玉
上
琢
彌
編
山
本
利
達
・
石
田
穣
二
校
訂
『
紫
明
抄 

河
海
抄
』
昭
和
四
三
年　

角
川
書
店

　
　
　

片
桐
洋
一
解
題
「
源
氏
物
語
千
鳥
抄
」（『
天
理
圖
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
』
第
五
八
巻
和
歌
物
語
古
註
續
集
』
所
収
）　

昭
和
五
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
木
書
店

　
　
　

松
尾　

聰
解
題
「
学
習
院
大
学
蔵
『
珊
瑚
秘
抄
』〈
影
印
〉」
昭
和
五
三
年
『
源
氏
物
語
と
そ
の
影
響　

研
究
と
資
料
―
古
代
文
学
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叢
』
第
六
輯
所
収　

武
蔵
野
書
院

　
　
　
『
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
』
3
「
源
氏
物
語　

上
」
昭
和
五
二
年　

三
省
堂

　
　
　

伊
井
春
樹
編
『
松
永
本
花
鳥
余
情
』（『
源
氏
物
語
古
註
集
成
』
第
1
巻
）
昭
和
五
三
年　

桜
楓
社

　
　
　

中
田
武
司
編
『
岷
江
入
楚
』
1
～
5
（
同
右　

第
11
～
15
巻
）
昭
和
五
五
～
五
九
年　

桜
楓
社

　
　
　

古
田
東
朔
・
松
田
修
「
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）」『
文
藝
と
思
想
』
16
号
（
昭
和
三
三
年
十
月
）・
20
号
（
同
三
五
年
十
二
月
）　

福
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
子
大
学

　
　
　

阪
本
龍
門
文
庫
蔵
『
河
海
抄
』（「
阪
本
龍
門
文
庫
善
本
電
子
画
像
」）

　
　
　
　
　
「
阪
本
龍
門
文
庫
善
本
電
子
画
像
」
が
公
開
し
て
い
る
書
誌
は
次
の
通
り
。

　
　
　
　
　

南
北
朝
時
代
の
四
辻
善
成
（
よ
つ
つ
じ
・
よ
し
な
り
、
一
三
二
六
～
一
四
〇
二
）
の
『
源
氏
物
語
』
の
註
釈
書
。

　

二
〇
巻
。
二
〇
冊
。
縦
28
・
0
㎝
×
横
21
・
0
㎝
。
楮
紙
、
袋
綴
じ
。
川
瀬
一
馬
氏
は
、
巻
三
、
四
は
補
筆
だ
が
、
全
体



第
一
部
　
倉
野
本
『
源
氏
御
談
義
』
影
印
篇

と
し
て
室
町
初
期
の
写
と
す
る
。

　

第
二
〇
巻
末
に
散
位
基
重
が
永
和
二
年
（
一
三
七
六
）
十
一
月
か
ら
五
年
（
一
三
七
九
）
三
月
ま
で
、
四
辻
家
か
ら
借
り

だ
し
て
書
写
し
た
と
い
う
元
奥
書
を
持
つ
、
い
わ
ゆ
る
「
中
書
本
（
成
稿
本
以
前
の
形
態
の
も
の
）」
系
統
の
古
写
本
。 

な
お
現
在
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
の
本
文
に
は
前
掲
書
等
の
ほ
か
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

『
続
群
書
類
従
』
第
一
八
輯
下　

巻
第
五
百
十
六
「
源
氏
物
語
千
鳥
抄
」

黒
川
本
「
源
氏
御
談
義
」（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
古
典
叢
書
）
昭
和
五
七
年

一　

倉
野
本
『
御
談
義
』
の
書
誌
。

平
井
相そ
う
じ
よ助
聞
書
。
一
冊
。
近
世
初
期
成
立
か
。
大
本
（
二
八
・
七
×
二
〇
・
二
糎
）。
古
改
装
原
表
紙
、
稍
擦
れ
。
茶
無
地
の
表
紙
に
白

地
無
枠
の
題
簽
「
源
氏
物
語
御
談
義　

全
」（
後
筆
）
を
左
肩
に
貼
付
。
内
題
「
源
氏
御
談
義
」。
遊
紙
一
枚
の
外
、
本
文
五
四
枚
、
跋
文

等
の
添
付
部
九
枚
の
計
六
三
丁
か
ら
成
る
。
倉
墅 

蔵
書
と
い
う
朱
の
蔵
印
が
1
オ
に
有
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
倉
野
憲
司
氏
旧
蔵
書
と
分

か
る
。
一
面
一
一
行
。
片
仮
名
交
じ
り
。
各
巻
名
の
下
に
講
釈
の
年
月
日
有
り
。
語
句
に
は
片
仮
名
の
振
り
仮
名
、
或
い
は
漢
字
に
よ
る

傍
記
、
し
ば
し
ば
「
。」
に
よ
る
声
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
巻
尾
に
「
干
時
應
永
廿
六
年
季
春
下
澣
こ
れ
を
し
る
す
」
と
す
る
平
井
相
助

の
跋
文
の
ほ
か
、「
十
二
ケ
條
加
三
ケ
大
事
十
五
ケ
條
口
傳
」、「
延
徳
三
年
秋
九
月
日
槐
下
乗
門
藤
斎　

平
井
相
助
新
發ホ
ツ

俗
姓
者
大
内
家

子
也
云
々
」、「
河
海
抄
与
花
鳥
餘
情
相
違
事
」、「
自
筆
青
表
紙
夢
浮
橋
巻
奥
書
臨
模
之
」、「
原
中
最
秘
抄
云　

ヤ
ウ
メ
イ
ノ
ス
ケ
ノ
事
」、

「
源
氏
物
語
青
表
紙
〈
定
家
流
〉
河
内
本
分
別
條
々
」、「
兼
載
」
奥
書
、「
龍
翔
院
奥
書
」、
更
に
「
一
嵯
峨
院
の
御
時
此
物
語
御
談
儀
あ

り
け
る
に
以
扇
招
月
之
事
諸
道
に
尋
ら
れ
け
る
に
い
つ
れ
も
無
所
見
後
日
基
長
卿
仰
證
書
に
扇
月
を
ま
な
ふ
と
云
事
有
五
音
相
通
を
以
て

ま
な
ふ
と
可
心
得
と
そ
」
な
ど
が
添
付
部
と
し
て
あ
る
。
旧
蔵
者
に
な
る
帙
入
。

　
　

な
お
倉
野
本
『
御
談
義
』
の
伝
来
等
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
「
あ
と
が
き
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一
〇

倉
野
本
『
源
氏
御
談
義
（
千
鳥
抄
）』
影
印
と
解
題


